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 団塊世代の大量退職時代を目前に控え、製造業をはじめとした、様々な業種において技

術の伝承に対する不安が叫ばれている。建設会社においても、かつては大規模現場に現場

所長から新入社員まで、幅広い年齢・経験の職員が配置されることによって、所長と新入

社員では伝わらないような価値観も、近い年齢の職員同士のつながりによって伝承されて

いた。ところが、今日では、現場規模の変化や建設会社自体の社員構成の偏りから、現場

内の人員構成もアンバランスになり、仕事を通しての技術の伝承すらも危うい状況となっ

てきている。建設会社の人員構成を見ると、団塊世代と 30 代に挟まれて、40 代の社員数は

少ない。数年のうちに団塊世代が退職を迎えた後は、この少ない 40 代の業務をカバーすべ

く 30 代の職員が、かつてより少ない経験で要職を担うことが予想される。 
 一方、建設業をとりまく環境に目を向けると、バブルの崩壊によって長く続いた景気の

低迷や公共事業の縮減によって受注競争が激化し、企業の倒産、合併といった淘汰が進ん

だ。また、厳しい時代を生き抜いていくために、現場管理費、一般管理費の削減、リスト

ラなど、社内的な組織の再編成を余儀なくされてきた。その結果、以前よりも少ない人数

で、同等のプロジェクトを遂行しなければならなくなってきている。しかし、プロジェク

ト管理は、生活環境の変化や世界的規模での環境問題など、社会的要求事項の増加に伴い、

むしろ複雑化し、多岐にわたった管理が要求されるようになってきた。高度成長期には、

利益の上がるプロジェクトを抱えていたおかげで、ある程度の失敗も覚悟の上で、若手の

成長を促すべく、早い時期から要職につかせる余裕があったが、今日では、建設業をとり

まく環境は変化し、失敗の許されない状況となってきている。 
 日系企業が行う海外工事を見てみると、日本の企業だけでなく海外の企業を含めた厳し

い競争が既に行われている。日本の企業は東南アジアを中心に、1 件あたりの工事規模・工

事金額において日本国内よりも大きな工事を行なっている。日本人職員は、若手であって

も日本国内のプロジェクトで担う役割よりも、より高位の責任を担っている。しかし、海

外ではここ数年、日本企業による大規模な事故が頻発していることも事実である。プロジ

ェクトによる事故は、利益を失うだけでなく、契約形態によっては、企業の経営をも揺る

がしかねない問題である。 
 このような背景をふまえると、建設業における人材育成と技術の伝承は急務であり、若

手が経験によって成長することを待つだけではないより積極的な人材育成と、団塊世代の

大量退職に備えた技術の伝承が必要であると考えられる。 
 そこで本研究では、30 代のこれからプロジェクトマネージャーとなることが期待される

世代の育成をターゲットとして、熟練者からの技術の伝承がなされて、かつ若手が成長で



きる教育システムの提案を目的とした。その手段として、ビジネススクールで用いられて

いるケースメソッドという教育方法をプロジェクトマネージャー育成教育に導入すること

を試みた。 
 本論文第１章では、本研究を行うにあたっての研究背景と目的を取りまとめた。 
 第２章では、本研究に関わる既往の研究をまとめた。各国のプロジェクトマネジメント

団体の活動内容・知識体系、プロジェクトマネージャーの能力・資質に関する研究、ケー

スメソッドに関する研究、教育学分野での研究と、関連する研究分野は幅広く多岐に渡る。 
 第３章では、プロジェクトマネージャーに必要な能力について論述した。プロジェクト

マネージャー経験者やプロジェクトマネージャーを配置する役割にある人の意見をもとに、

プロジェクトマネージャーに必要な能力をまとめた。また、一般的に用いられている「能

力」について、WEB 検索を行った結果、「リーダーシップ」や「コミュニケーション能力」

という言葉に注目が集まっていることがわかった。しかし、これらの能力は用いる人によ

って言葉の意味が様々であり、一意に定義されていない。そこで本研究では、ある問題に

対して人間が問題を解決するプロセスを「スキル」と呼び、スキルの構成要素を「基本能

力」と「知識」と定義した。「能力」は「観察力」「認識力」｢想像力｣「分析力」「洞察力」

を５つの基本能力として定義し、人間が経験的に得た「知識」「知恵」「価値観」「倫理観」

「哲学」を総称して「知識」と呼ぶこととした。また、これらの「能力」と「知識」を養

成するために、ケースメソッドによってプロジェクトマネージャー育成を行うためのプロ

グラムの全体像を示した。 
 第４章では、ケースメソッドを実際に導入している教育機関で、ケースメソッドに参加

した知見をもとに論述した。ケースメソッドに必要な参加者側の心構え、発言に対する意

欲、他者の考えを受け入れる姿勢といった観点から、実際に社内でケースメソッドを実践

した場合に発生すると考えられる問題点を明らかし、プロジェクトマネージャー育成にお

けるケースメソッドの成功条件を提示した。 
 第５章では、プロジェクトマネージャー育成プログラムの中心となる、ケースメソッド

に用いるケース教材のプロトタイプ作成について論述した。従来、ケースは文書によって

書かれたものが一般的であったが、より強く疑似体験を促すケースを作成することを目的

として、本研究では映像によるケースの作成を試みた。映像ケースの作成プロセスとして、

文書ケースの作成・シナリオの作成・撮影・編集までの一連の流れを追って説明するとと

もに、ケース作成から得た体験的知見を取りまとめた。 
 第６章では映像ケースを用いたケースメソッドを実践し、3 回の異なる集団に対して行っ

たケースメソッドについて、収録した討議内容を分析し、ケースメソッドの実践によって

得られた知見について論述した。ケースの中で発生する状況を、討議の場にロールプレイ

という形で再現することにより、参加者は擬似的に同じ状況を体験でき、他者の持つスキ

ルについても取り入れることが可能であることが示された。また、熟練者へのインタビュ

ーによって、彼らの持つスキルを取り出すことを試みても、回答が一般化してしまい具体



的なスキルやノウハウの抽出が困難であったのに対して、映像ケースを熟練者に見せるこ

とによって、インタビューよりも効果的に、具体的な場面での、独自の知見に基づいたス

キルやノウハウを表出させることが可能であることがわかった。 
 映像によって熟練者のスキルが抽出されること、ロールプレイや議論によって若手が擬

似的に過去の問題を体験して学習できる枠組みとして、熟練者と若手が一緒に参加するケ

ースメソッドを提案し、技術伝承型ケースメソッドと定義した。 
 第７章では、本研究の結論と今後の課題について論述した。 
本研究では、若手が過去の実例に触れ、問題解決について議論し、実際の場面設定によ

るロールプレイを行うことで、実務だけでは経験できない経験を擬似的に体験することを

目的とした、ケースメソッドを若手育成のための教育プログラムに用いることを提案した。

一方で熟練者のスキルを抽出する手段として映像ケースの視聴が効果的であることがわか

った。このことから、熟練者のスキルが表出する場に若手がいることで、熟練者から若手

への技術の伝承が可能になると考えた。 
必要なスキルを狙って抽出するために、用いるケースはどのようなケースがよいのかを

考慮しなければならない。現在のところ、ケースはプロトタイプ１つだけであるが、団塊

世代の退職が完了するまでに残された時間は少なく、ケースの題材とする項目の選別とケ

ースの効率的な作成は最重要課題として挙げられる。また、教育プログラムとして、プロ

グラム実施したことによって、受講者がどれだけ成長したのかを評価する仕組みの開発も

今後の課題となる。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


